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厚木基地における米空母艦載機の夜間連続離着陸訓練によ る

航空機騒音の解消等に関する要請

厚木基地周辺住民は、航空機騒音により、長年にわたり堪え難い苦悩を強

いられており、神奈川県及び基地周辺市は、かねてより、このような航空機

騒音問題の抜本的解決を求めてまいりました。

こうした中、平成１８年５月には在日米軍再編協議において、騒音被害の主

な原因である空母艦載ジェット機等５９機を２０１４年（平成２６年）までに移駐

させること等が日米両国政府間で合意され、その実施に向けた閣議決定がな

されましたが、移駐が実現されるまでには、解決されなければならない多く

の課題があると思われます。

また、移駐実現までの間、基地周辺の住民は、ＮＬＰ（注１）直前の集中的訓練

をはじめとする昼夜を問わない激しい騒音や、墜落、部品落下、不時着など

の事故への不安にさらされ続けなくてはなりません。

三次にわたる騒音訴訟でも、基地周辺住民が受忍限度を超える騒音被害を

受けているとの司法判断がなされていることは、その負担の深刻さを示して

います。

その中で、今年５月には、約７年ぶりにジェット機によるＮＬＰが厚木基

地で実施され、多くの苦情が地元自治体に寄せられたところです。

また、このことによって、人口密集地域に基地が存在することがもたらす

問題の深刻さがあらためて浮き彫りになりました。

ついては、厚木基地騒音対策協議会では、一日も早い騒音問題の抜本的解

決を図るため、国の責任において、特に次のことを早急に実現するよう要請

いたします。

また、文書にてご回答くださいますよう併せてお願いいたします。



１ 空母艦載ジェ ッ ト 機の移駐等を 着実に実施する と と も に 、 そ の実効性を

確保する こ と 。

（１） 貴職におかれては、空母艦載ジェット機等の移駐の早期実現を図

るため、施設整備、予算措置、地元への適時適切な説明など、必要な

対応を着実に実施するとともに、移駐にかかる諸問題の解決に向けた

協議等に全力を尽くされるよう求めます。

（２） 空母艦載ジェット機等の移駐による騒音被害の軽減の実効性を確保

するため、貴職の責任において、恒常的訓練施設や訓練空域を早急に

確保するよう強く要請します。

（３） 移駐の具体的なスケジュールや、移駐後の厚木基地周辺の騒音状況

について、早期に情報を提供するよう要請します。

２ 移駐実現ま での間も 、 騒音問題の解決に積極的に取り 組むこ と

（１） ＮＬＰの硫黄島での全面実施及びＮＬＰ直前の集中的訓練の硫黄島

の活用等

貴職におかれては、人口密集地域にある厚木基地周辺住民の深刻な騒

音被害の状況を深く認識され、ＮＬＰの硫黄島での全面実施及びＮＬＰ

直前の集中的訓練における硫黄島の活用などについて、積極的に米側と

調整するよう、強く要請します。

その実現に向けて、

ア 本協議会が提案している、いわゆる「直結方式」（注２）や硫黄島での

予備日の設定など、必要な措置についての多角的な検討を行うこと

イ 支援態勢、施設の一層の拡充、整備を推進すること

を提案いたします。

（２） 激しい騒音の発生が予想される飛行に関する事前情報提供

住民の苦痛を少しでも軽減・緩和するために、ＮＬＰに限らず、激し

い騒音の発生が予想される飛行については、貴職の責任において、適時、

的確な情報提供を行うとともに、住民への十分な説明を行うよう要請し

ます。

注１：ＮＬＰ ･･･ Night Landing Practiceの略
注２：直結方式･･･ 空母艦載機の帰還と着艦を、空母と硫黄島の間

で直接行うとともに、ＮＬＰと通常訓練をすべて硫

黄島で行う方式



厚木基地問題に関する最近の状況

平成 14 年 2 月 日米両政府間で、できる限り多くのＮＬＰを硫黄島において実施すること

が了解された。

14 年 3 月 厚木基地でＮＬＰが実施された。

14 年 5 月 デモンストレーションフライトが廃止された。

14 年 10 月 厚木基地でＮＬＰが実施された。

15 年 1 月 厚木基地でＮＬＰが実施された。

15 年 1～ 2 月 瀬戸内海最大の無人島にＮＬＰ訓練施設を含む防衛施設の誘致の動きが

あったが、白紙撤回となった。

15 年 10 月 厚木基地でＮＬＰを実施するとの通告があったが、初めて硫黄島での日程

を延長してＮＬＰを実施し、厚木基地では実施されなかった。

15 年 11～12 月 ＦＡ１８Ｆスーパーホーネット戦闘攻撃機１３機が、Ｆ１４トムキャットに代えて、配

備された。

16 年 2 月 厚木基地でＮＬＰが実施された。

厚木基地でＮＬＰが実施された。16 年 7 月

第五空母航空団所属のヘリから銃弾２００発が落下した。

16 年 10 月 ＦＡ１８Ｅスーパーホーネット戦闘攻撃機１３機がＦＡ１８Ｃホーネットに代えて、

追加配備された。

16 年 12 月 ＦＡ１８Ｃホーネットから部品の一部が脱落し、藤沢市内の工場の屋根に穴を

開けた。

17 年 1 月 厚木基地でＮＬＰが実施された。

17 年 4 月 飛行を終えて厚木基地に戻った第五空母航空団所属の艦載機２機から部

品が紛失しているのがわかった。

17 年 5 月 厚木基地でＮＬＰが実施された。

17 年 7 月 藤沢市片瀬海岸に厚木基地所属のヘリが不時着した。

厚木基地でＮＬＰが実施された。17 年 10 月

在日米軍再編協議において、空母艦載ジェット機等の移駐案が合意され、「日

米同盟：未来のための変革と再編」（中間報告）が公表された。

18 年 1 月 約２０年ぶりに住宅防音工事区域の見直しが行われた。

在日米軍再編協議において、空母艦載ジェット機等の移駐が合意され、「再編

実施のための日米のロードマップ」（最終報告）が公表された。

厚木基地でＮＬＰが実施された。

18 年 5 月

在日米軍再編に関する基本方針が閣議決定された。

18 年 6 月 日米合同委員会において在日米軍再編総括部会が設立された。

18 年 7 月 大和市が厚木基地の航空機騒音をシミューレーションするシステムを構

築したことを発表した。



厚木第三次騒音訴訟の控訴審において、ＷＥＣＰＮＬ７５以上の騒音は受忍限

度を超え違法との判決が出された。（上告断念により確定）

18 年 8 月 防衛庁は平成１９年度予算の概算要求において、在日米軍再編のための取

組（地元の負担軽減に資する措置）として「厚木飛行場から岩国飛行場へ

の空母艦載機の移駐等（調査費等）」を項目として挙げた。

18 年 10 月 厚木基地でＮＬＰが実施された。

19 年 5 月 厚木基地で約７年ぶりにジェット機によるＮＬＰが実施された。



（ グ ラ フ －１ ） 　年度別苦情件数及びＮ Ｌ Ｐ 時間中の苦情件数

（ グラ フ －２ ） 　厚木基地及び硫黄島における Ｎ Ｌ Ｐ 実施日数の推移
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＊ ＮＬＰ直前の 集中的訓練の 時期は 、苦情件数が １００件を 超え た 日を含む 週の 月曜日か ら 金曜日ま でと した 。

＊ 騒音測定回数は 、滑走路北端か ら１ｋｍ地点に あ る自動記録騒音計（県設置）が １００ｄＢ以上を 測定した 日毎の 回数。

（ グ ラ フ －３ ） 空母入港中の騒音測定回数及び苦情件数の状況
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